雪に もみじと あざむけ ど、 

世間 稲妻、 目が 光る。 

あれ あれ 見た か、 

あれ 見た か。 

ちょうちん 

「おじさん —— その 提灯 …… 」 

「ああ、 提灯 …… 」 

唯今、 午後 二 時半 ごろ。 

「私が 持ちましょう、 t 磴 に打撞 ります わご 

すそ しなやか 

一 肩 上に 立った、 その 肩 も 裳 も、 嫋な 三十ば かり 

の 女房が、 白い 手 を 差 向けた。 



ちょっと 色紙の 二 本た ばねの 線香、 一 銭 蠟燭を 添えて 

持った、 片手 を 伸べ て、 「その 提灯 を」 といった ので あ 

る。 

山門 を 仰いで 見る、 処々、 壊え 崩れて、 草 も 尾花 も 

むら 生えの 高い 磴を 登リ かかった、 お 来の 実家の 

檀那寺 —— 仙晶 寺と いうので ある。 が、 燈籠 寺と いつ 

た 方が この 大 城下に よく 通る。 

さん う-り ぼん 

去ぬ る …… いやいや、 いつの 年 も、 盂蘭盆に 墓地へ 

燈籠を 供えて、 心ば かり 小さな 燈を 灯す の は、 この あ 

ちかづき 

たりす ベて かわりなく、 親類 一門、 それぞれ 知己の 新 

仏へ 志の やりとり をす るから、 十三 日、 迎火を 焚く 夜 



しめ 、 し 

から は、 寺々 の 卵塔 は 申す まで もない、 野に 山に、 標石、 

おくつ き 

奥津 城の ある 処、 昔 を 今に 思い出し たような 無縁 墓、 

古塚まで も、 かすかな しめつ ぼい 苔の 花が、 ちらちら 

きりこ つち ほのじろ もうれ い 

と切燈 籠に 咲いて、 地の 下の、 仄白い 寂しい 亡霊の 道 

こ やみ しる 

が、 草が くれ 木の葉が くれに、 暗夜に は 著く、 月に は 

幽 けく、 冥々 として 顕われる。 中で も 裏山の 峰に 近い、 

えの き そ y 

この 寺の 墓場の 丘の 頂に、 一樹、 稷の 大木が 聳えて、 

その 梢に 掛ける 高燈 籠が、 巿 街の 広場、 辻、 小路。 池、 

沼の ほとり、 大 川縁。 一 里 西に 遠い 荒海の 上から も、 

たたず 

望めば、 仰げば、 佇めば、 みな 空に、 面影に 立って 見 

える ので、 名に 呼んで 知られて いる。 



と巿 街と 城下 を 巻いた 海で ある。 荒海ながら、 日和の 

なぎさ 

穏 かさに、 渚の 浪は 白菊の 花 を 敷 流す …… この 友 禅 

とお 

をう ちかけ て、 雪国の 町 は 薄 霧 を 透して 青白い。 その 

袖と 思う 一端に、 周囲 三 里と きく 湖 は、 昼の 月の、 半 

円なる かと 視 めら れる。 

「お 米坊ご 

おじさん は、 目 を 移して、 

ようす おやじ 

「景色 もい いが、 容子 がいいな。 —— 提灯 屋の親 仁が 

見惚れた の を 知って るかい。 

(その 提灯 を 一 つ、 いくらです。) といったら、 

(どうぞ 早 や、 お持ちな されまして …… お 代 はおつ い 



での 時、) …… はどう だい。 そのかわり、 遠国 他郷のお 

じさんに、 売リ もの を 新聞 づ つみ、 紙づ つみにしょう 

ち こ 

ともしな いんだ ぜ。 豈そ れ 見惚れた り と 言わ ざ る を 得 

んゃ だ、 親 仁 ご 

「おっしゃ いご 

と铫 子の かわり をた しなめ るよう な 口 振で、 

わらじ は 

「旅の 人 だか 何だか、 草鞋 も 穿かないで、 今時 そんな、 

見た ばかりで 分ります か。 それ だし、 この 土地で は、 

まだ 半季 勘定が ございます。 …… でな くっても さ、 

おてら 

当 寺へ お参り をす る 時、 ゆきかえ リ通 るんで す もの。 

ひ なじみ 

あの 提灯 屋 さん、 母に 手を曳 かれた 時分から 馴染です。 



をして 下さい ますの は 分って います けれどもね、 その 

さきに —— 誰かさん —— 」 

「誰かさん、 誰かさん …… 分らない。 来ち やん、 一体 

その 誰かさん は？」 

「母が、 いつもそう いっていました わ。 おじさん は、 

(極り わるが り屋) という (長い 屋) さんだ から ご 

「どうせ、 長屋 住居 だよ ご 

「ごめんなさい、 そんなん じゃあり ません。 だからつ 

て も、 何も 私に —— それとも、 思い出さない、 忘れた 

のなら、 それ は ひどい わ、 あんまり だ わ。 誰かさん に、 

悪い わ、 済まない わ、 薄情よ ご 



しなやか さ、 余り その 姿に 似て ならない。 —— 

ま ゆ ひと はたち 

今、 目の あたり、 坂 を 行く 女 は、 あれ は、 二十ば か 

りに して、 その 夜、 (烏 をい う) 千羽ケ 淵で 自殺して し 

まった ので ある。 身 を 投げた の は 潔い。 

ひきょう 

卑怯な、 未練な、 おなじ 処 をと ぼついた 男の 影 は、 

のめの めと 活 きて、 ここに 仙晶 寺の t 磴 の 中途に、 腰 

を 掛けて いるので あ つ た。 

二 

「ああ、 まるで 魔法に かかった よう だ ご 



雨 * つ 

気' ナ 上 



「はい、 お ほほ ご 

「申す まで もない、 威勢の いい 若い 声 だ。 そうだろう 

お 互に 二十の 歳です。 —— 死んだ 人 は、 たしか 一 

だった ように 後で 聞いて 覚えて いる。 前の 晚は、 

もうろう 

を 含んで、 花 あかり も 朦朧と、 霞に 綿 を 敷いた よう だ つ 

た。 格子戸 外の その 元気の いい 声に、 むつく り 起きる 

くぼ おでこ 

と、 おっと 来たりで、 目 は 窪んで いる …… 額 を さきへ、 

かどぐち あぶ 

門口へ 突出す と、 顔色の 青 さ を 烘られ そうな、 からり 

とした 春 爛 な 朝 景色 さ。 お 京さん は、 結いた ての 

いちょうが えし くろじゅす つや 

銀杏 返で、 半襟の 浅黄の 冴え も、 黒糯 子の 帯の 艷も、 

霞 を 払って きっぱりと 立って いて、 (兄さん 身投げで 



すよ、 お 城の 堀で。) (噓 だよ、 ここに 活き てるよ。) と、 

うつかり 私が 言つ たんだから、 お 察し ものです。 すぐ 

うしろ ば あ ひつ 

背後の 土間 じ や 七十 を 越した 祖母さん が、 ぉ櫃の 底の、 

ちゃがゆ 

こそげ 粒で、 茶粥と は 行きません、 みぞれ 雑炊 を 煮て 

うち 

ござる。 前々 年、 家が 焼けて、 次の 年、 父親が なくなつ 

て、 まるで、 掘 立 小屋だろう。 住む にも、 食う にも I 

I 昨夜 は 城の ここ かしこで、 早い 蛙が もう 鳴いた、 歌 

うらやま 

を 唄って る 虫 けらが、 およそ 羨し い、 と 云った 場合。 

祖母さん は 耳が遠いから 可かった ものの、 (活き 

ね ま 

てるよ。) は 何事です。 (何 を 寝 f 心け てい るんで す。 

し つ かりす るんで す。) その 頃の 様子 を 察して いるから、 



お 京さん ままならない 思 遣りの じれ つた さの 

かんしゃく すじ いち ひそ 

疳癩 筋で、 ご存じの 通り、 丁つ ちの 眉 を 顰めながら、 

( •：：• 町内です よ、 ここの。 いま 私、 前 を 通って 来たん 

はくや 

だけれ ど、 角の 箔屋。 —— うちの 人 じゃあない、 世話 

になって、 はんけ ちの 工場へ 勤めて いる 娘さんで すと 

さ。 ちゃんと 目 を あいて …… あれ、 あんなに 人が 立つ 

ひとすじ ごふん 

ている。) うらら かな 朝 だけれ ど、 路が 一条、 胡 粉で 

泥 塗た ように、 ずっと 白く、 寂然と して、 家なら び、 

三 町ば かり、 手前 どもと おなじ 側です、 けれども、 何 

だか 遠く 離れた 海 際まで、 突 抜けに なった ようで、 そ 

こに 立 つ ている 人だかりが —— 身 を 投げた の は 淵 だと 



るよう に 白梅と 一所に 水で 散った。 いじめ 殺したん だ、 

あの 継母が と、 町内で 沙汰 をした。 その 色の 浅黒い 

後妻の 眉と 鼻が、 箔屋を 見込んだ 横顔で、 お来さん の 

前髪に くッ つき 合った、 と 私の 目に 見えた 時 さ。 (い 

しん ぞ 

としゃ。) とその 後妻が、 (のう、 ご 親類の、 ご 新 姐 さ 

ん。 ) —— 悉 しくはなくて も、 向う 前 だから、 様子 は 知 つ 

ゆきき 

てる、 行 来、 出入りに、 顔見知り だから、 声を掛けて、 

ごきり よう そら 

(いつ 見ても、 好 容色な や、 はは は。) と 空笑い を やつ 

たと お思い、 (非業の死と はいう けれど、 根 は 身の 行い 

で ござります のう。 ) とじろ りと 一 一人 を 見る と、 お 京 さ 

ん、 御 母堂 だよ、 いい かい。 怪我に も 真似なん かな さ 



ごき リ よう あご ぶ 

ん なよ。 即時、 好 容色な 頤を 打つ ける ようにし やくつ 

て、 (はい、 さようで ござります、 のう。) と 云う が疾 

いか、 背中の 子 ご 

辻 町 は、 時に、 まつげの 深いお 来と 顔 を 見合せ た。 

こちら 

「その 日 は、 当 寺へ お参りに 来が けだった のでね、 … 

、■ しだん まんてん 

…お 京さん、 磴 が 高い から 半纏 おんぶで なしに、 浅 

黄 鹿の子の 紐で おぶつて いた。 背中へ、 べっかつ こで、 

うち 

(ば あ。) というと、 カタ カタと 薄 歯の 音を立てて 家ン 

うわな リ 

中へ 入ったろう。 私が 後妻に 赤くな つた。 

負って いたのが、 何 を 隠そう、 ここに 好 容色で 立つ 

ている、 さて、 久しぶり でお 目に かかります。 お前 さ 



子 を 入った。 おぶさった お前さんが、 それ、 今の べつ 

かっこで、 妙な 顔 …… 」 

「 え え まま II 

えま い 

とお 米 は 軽く 咲容 して、 片袖を 胸へ あてる。 

「お 京さん、 いきなり 内の 祖母さん の 背中 を 一 つ トン 

と敲 いたと 思う と、 鉄 鍋の 蓋 を 取って 視 いたつ け、 

いきおい 

勢 のよ くない 湯気が 上る ご 

びん な 

お 米 は 軽く 鬢を 撫でた。 

かまど たきぎ 

「ちょろちょろと 燃えて る、 竈の 薪 木、 その 火 だが ね、 

ひと 

何だか 身 を 投げた 女 を あぶ つ て 暖めて いるよう な 気が 

そで づま もつ 

して、 消えぎ えに そこへ、 袖 棲 を 鰱れて 倒れた、 ぐつ 



しょり 濡れた 髪と、 真白な 顔が 見えて、 まるで それが 

かど うわな リ 

ね、 向う 門に 立って いる 後妻に、 はかない 恋をせ かれ 

て、 五 年 前に、 おなじ 淵に 身 を 投げた、 優しい 姉さん 

のように も 思われた。 余程 どうかして いたんだ ね。 

半壊れ の 車井戸が、 すぐ 傍で、 底の 方に、 ばたん、 

と 寂しい I 卞 の 音。 

ざ らざ ら と 水が 響く と、 

—— 身投げ だ —— 

ベ っぴん 

_ I 別嬪 だ —— 

—— 身投げ だ —— 

おもて わめ 

と 戸外 を 喚いて 人が 駆けた。 



しばらく 

この 騒ぎ は —— さあ、 それから 多 日、 四方、 隣国、 

八方へ、 大波 を 打った ろうが、 

—— 三年の 間、 かたい 慎み —— 

ひと 

だッ てね、 お 京さん が、 その 女の 事に ついては、 当 

分、 口へ 出して うわさ さえし なければ、 また 私に も、 

話さえ させなかった よ。 

—— おなじ 桜に 風 だもの、 兄さん を 誘いに 来る 

と 悪い から —— - 

なかま 

その 晚、 おなじ 千羽ケ 淵へ、 ずぶ ずぶ の夥 間だった 

のに、 なまじ 死に はぐれる と、 今 さら 気味が 悪くな つ 

て、 町 を うろつく にも、 山の手の 辻へ 廻って、 箔屋の 



つも 大好きな 赤蜻蛉の 飛ぶ 時分、 道が あいて、 東京へ 

立てたん だが。 —— - 

ああ、 そうか ご 

辻 町 は、 息 を 入れる と、 石に 腰 をず らして、 ハタと 

軽く 膝 をた たいた。 

がいとう ちょうちん 

その 時、 外套の 袖に コ トンと 動いた、 石の 上の 提灯 

の 面 は、 またお かしい。 いや、 おかしくない、 大空の 

すか あおじろ 

雲 を 淡く 透して 蒼白い。 



「 …… さて、 これ だが、 手 向ける とか、 供える とか、 

ぉ来坊 のい う —— 誰かさん は II 」 

「ええ、 そうな の ご 

と、 小 菊と 坊さん 花 を ちょっと 囲って、 お 米 は 静 に 

うな 寸 

煩 ヽ ふこ。 

含レ. K 

あかん ぼ じょうだん 

「その 嬰児が、 串戯 にも、 心中の 仕 損いな どと いう。 

I いずれ、 あの、 いけず な 御 母堂から、 いっか その 

前後の 事 を 聞かされて、 それで 知ってい るんだ ね。 

不思議な、 怪しい、 縁 だな あ。 —— 花 あかりに、 消 

えて 行った 可哀相な 人の 墓 はいかに も、 この 燈籠 寺に 

あるんだ よ。 



若気の いたり。 …… 」 

辻 町 は、 額 をお さえて、 提灯に 俯向いて、 

「何と 思った か、 東京へ —— 出発 間際、 人目 を 忍んで 

…… というと 悪く 色気が あります。 何、 こそこそと、 

あんどんな リ ちいさ き リ こ なかん ずく 

鼠 あるきに、 行燈 形の 小な 切籠燈 の、 就中、 安価な 

の を 一 枚 細腕で 引いて、 梯子段の 片 暗がり を 忍ぶ よう 

に、 この 磴 を 隅の 方から 上って 来た。 胸 も、 息 も、 

どきどきしながら。 

うすもの おみなえし ききょう 

ゆかた だか、 羅 だか、 女郎花、 桔梗、 萩、 それと 

すすき うす ざ い しき 

も 薄 か、 淡彩 色の 燈 籠より、 美しく 寂しかろう、 白露 

に I 卞を しそうな、 その 女の 姿に 洪 える 気です。 



露 を 誘って、 ちらちらと 樹を 伝う のが、 長く かかって、 

なぴ 

幻の 藤の 総 を、 すっと 靡かした ように 仰がれる。 絵の 

模様 は 見えない が、 まるで、 その 高燈 籠の 宙の袖 を、 

その 人の 姿の ように 思って、 うっかり として 立った。 

—— ああ、 呆れた —— 

ま つ さが 

目の前に、 白い ものと 思った つけ、 山門 を 真下り に、 

藍が か つ た 浴衣に、 昼夜帯の 婦人が、 

—— 身投げに 逢いに 来ました ね —— 

言う 事 も 言う 事 さ、 誰 だと 思います。 御 母堂 さ。 そ 

れ なら、 言いそう な 事だろう。 いきなり、 がんと 撲ゎ 

きも つぶ 

された から、 おじさんの 小 11、 目 を まるくして 狙 を 潰 



身 を 投げた 女の 名 だけ は、 いっか 聞いて いた。 

—— お 墓の 場所 は 知っています か —— 

すべ 

知る もんです か。 お 京さん が、 崖で 夜露に ヒる処 へ、 

きった 

石ころ 道が 切 立てで 危 いから、 そんなに とぼつ いてい 

るん じ や 怪我 をす る。 お 寺へ 預けて、 昼間 あらためて、 

お参り を、 そうなさい、 という。 こっち はだね。 日中 

のこのこ 出られます か。 何、 志 は それで 済む からこの 

石の 上へ 置いた なり 帰ろうと、 降参に 及ぶ とね、 犬 猫 

しよ-つりよ-つ 

が 踏んでも、 きれいな お 精 霊が 身震い をす るだろう。 

—— とにかく、 お 寺まで、 と 云って、 お 京さん、 今度 

かたづ ま はしょ 

は片棲 をき りり と 端折 つ た。 



こっち も その 要 心から、 わざと 夜に なって 出掛けた 

のに、 今頃まで、 何 をして いたろう。 (遊んで いた。 世 

うる 

の 中の 煩 ささがなくて 寺 は 涼しい。 裏 縁に 引いた 山 清 

水に …… 西瓜 は驕り だ、 和尚さん、 小僧に は 内証ら し 

く 冷して 置いた、 紫陽花の 影の 映る、 青い 心太 をつ る 

からし 

つる 突出して、 芥子 を 利かして、 冷い 涙 を 流しながら、 

見た 処 三百ば かりの 墓燈 籠と、 草葉の 影に 九十 九ば か 

り、 お 精霊の 幻 を 見て 涼んで いた、 その 中に 初路 さん 

すき 

の 姿 も。) と、 お 京さん、 好な お転婆 をい つて、 山門 を 

いきお い 

入った 勢 だからね。 …… その 勢 だから …… 向った 本 

おそで さんけい 

堂の 横 式台、 あの 高い 処に、 晚 出の 参詣 を 待って、 お 



ヽゝ ？ o 

レ力、 ら 

きり こ 

—— さて、 問題の 提灯 だ。 成程、 その 人に、 切籠燈 

のか わりに 供える と、 思った の はもつ とも だ。 が、 そ 

んな、 実は、 しおら しいと か、 心 入れ、 とかいう 奇特 

なんじゃなかった よ。 懺悔 をす るが ね、 実は 我ながら、 

とぼけて いて、 ひとりで おかしい くらいなん だよ。 月 

ぜいたく まっぴるま 

夜に 提灯が 贅沢なら、 真昼 間 ぶら で 提げた の は、 何 だ 

よ っぽ ど 

ろう、 余程 半 間 さ。 

さ つき つれ 

というの がね、 先刻お 前さん は、 連に はぐれた 観光 

団が、 鼻の 下 を 伸ばして、 うっかり 見物して いる 間 抜 

けに 附 合う 気で、 黙って ついていて くれた けれど、 来 



城を展 じた あとで。 …… ずっと 離れて いると いいんだ 

きま 

がな。 近いと、 どうも、 この 年で も 極り が 悪い。 きつ 

と 冷 かす ぜ、 石塔の 下から、 クック ッ、 カラカラ とま 

ず 笑う。 」 

「こわい、 おじさん。 お母さん だが いい けれど。 …… 

私が ついてい ますから、 冷 かし はしません から、 よく 

お拝みなさい ましよ ね。 

—— (糸 塚) さんご 

「糸 塚 …… 初路 さんか。 糸 塚 は 姓な のかね ご 

「いいえ、 あら、 そう …… おじさん は、 ご存じな いわ 

ね。 



うす ざいし き 

… … と 身 を 投げた 人 だから、 薄 彩色 水 絵 具の 立 看板。」 

「黙って。 …… いいえ、 お 上人よりか、 檀家の 有志、 

県の 観光 会の 表向きの 仕事なん です。 お 寺 は 地所 を 貸 

-^9 ん で ^9 」 

「葬った 土と は 別なん だね ご 

「ええ、 それで、 糸 塚、 糸 巻 塚、 どっちに しょうかつ 

ていつ てると ころ ご 

「どっちに しろ、 友 禅の (染) に対する (糸) なんだ 

ろう。」 

「そんな、 ただ 思いつき、 趣向です か、 そんなん じ や 

ありません。 あの方、 はんけ ちの 工場へ 通って、 縫 取 



ん。 処を 図案まで、 あの方が なさい ました。 何から 思 

いっきな すつ たんだ か。 —— その 赤蜻蛉の 剌繡 が、 大 

層な 評判 だし、 分けて 輸出 さきの 西洋の 気受けが、 そ 

すご いきおい 

れは、 凄い 勢 で、 どしどし 註文が 来ました 処 から、 

外国まで、 恥 を 曝 すんだ つて、 羽 を みんな、 手足に し 

て、 紅い の を 縮緬の ように 唄い 囉 して、 身 肌 を 見せた 

と、 騷 ぐんで しょうご 

いっさん 

(巻 初に 記して ー粲に 供した 俗謡に は、 二三 行、 



脱落が あるら しい、 お 米が 口誦 を 憚った からで あ 



る。) 

「いやです わね、 おじさん、 蝶々 や、 蜻蛉 は、 あれ は 

きもの 

衣服 を 着て いるで しょうか。 

< 目 しのぶと 思え ども 

羽 は うすもの 隠されぬ —— 

それ も 一 つなら まだし も だけれ ど、 一 つの 尾に 一 つ 

が 続いて、 すっと、 あの、 羽 を 八つ、 静かに 銀糸で 縫つ 

たんです、 寝て いやしません、 飛んで いるんで すわね。 

ええ、 それ をです わ、 

—— 世間、 いなずま 目が 光る —— 

—— 恥 を 知らぬ か、 恥じない か —— と 皆 で わ あわ あ、 



あお 

さも 初路 さんが、 そんな 姿絵 を、 紅い 毛、 碧い 目に ま 

あら 4? 

で、 露呈に 見せて、 お 宝 を 儲けた ように、 唱ぃ 立てら 

れて 見た 日に は、 内気な、 優しい、 上品な、 着 ものの 

はかた はだ し 

上から 触られても、 毒蛇の 牙 形が 膚に 沁みる …… 雪に 

咲いた、 白玉 椿のお 人柄、 耳た ぶの 赤くなる、 もう そ 

れが、 砕ける のです、 散る のです。 

かきおき 

遺書に も、 あった そうです。 ああ、 恥 かしい と 

思った ばかりに —— 」 

「察 しられる。 思い やられる。 お前さん も 聞いて いよ 

によしょう ごうもん しもと 

うか。 むかし、 正しい 武家の 女性た ち は、 拷問の 笞、 

きぬ うば 

火水の 責 にも、 断じて 口 を 開かない 時、 ただ、 衣を褫 



「ええ、 どうせ 私 は 平民の 子です から ご 

辻 町 は、 その 乳の わきの、 青い 若菜 を、 ふと 思って、 

覚えず 肩 を 縮めた ので ある。 

「あやまった。 いや、 しかし、 千 五百石の 女臈、 昔 も 

のがたり 以上に、 あわれに はかない。 そうして 清らか 

だ ご 

すべ 

「中将 姫の ようで したって、 白羽 二重の 上へ ヒ ると、 

あの方、 白い 指が 消えました。 露が 光る ように、 針の 

さき 

尖 を 伝って、 薄い 胸から 紅い 糸が 揺れて 染まって、 ま 

た 縢って、 銀の 糸が きらきらと、 何枚 か、 幾つの 蜻蛉 

が、 すいすいと 浮いて 写る。 —— (私が 傍に 見て いま 



した) つて、 鼻 ひしゃげ の その 頃の ェ 女が、 茄子の 古 

漬 のよう な 口 を 開けて、 老い 年で 話 すんで す。 その 女 

だって、 その 臭い 口で 声 を 張って 唱 つたんだ と 思う と、 

聞いて いて、 口惜しい、 睨んで やりたい ようです わ。 

ひところ 

—— でも 自害 をなさい ました、 後一 年ば かリ、 一時 は 

この 土地で 湯屋で も 道端で も 唄って、 お 気の 弱い の を 

たっとむ まで も、 初路 さんの 剌繡を 恥 かしい 事に いい 

ましたと さ。 

—— あれ あれ 見た か、 あれ 見た か —— 、 銀の 羽が そ 

のま ま 手足で、 二つ 蜻蛉が 何とかです もの ご 

みきき 

二 体 また 二つの 蜻 蛤が なぜ 変だろう。 見聞が 狭い、 



つい 口へ 出た。 (蜻蛉が 大層 飛んで いますね。) 

歯 t 医師が (は あ、 早朝からで すよ。) と 云った がね。 そ 

の 時 は 四時 過ぎです。 

帰途に、 赤 坂 見附で、 同じ こと を、 運転手に 云う と、 

(今 は少 くな りました。 こんな もんじゃありません。 

今朝 六 時 頃、 この 見附 を、 客人で 通りました 時 は、 上 

下、 左右 すれ違う とサヮ サヮと 音が します。 青空、 青 

お お 

山、 正面の 雪の 富士山の 雲の 下まで 裾野 を蔽 うとい い 

ます 紫雲英の ように、 いっぱいです。 赤蜻蛉に 乗せら 

れて、 車が 浮いて 困って しまいました。 こんな 経験 は 

はじめてです。) と 更 めて 吃驚した ように 言 うんだ ね。 



た処 で、 颶風が あれば 消える だろう。 儍 いもので は 

ある けれども ああ、 その 儍さを 一 人で 身に 受けた 

の は初路 さんだ ね ご 

「ええ、 ですから、 ですから、 おじさん、 そのお 慰め 

かたがた …… 今では 時世が かわりました。 供養の ため 

てわざ ま t TZ 

に、 初路 さんの 手技 を 称め 賛 えようと、 それで、 「糸 塚」 

という 記念の 碑 を ご 

「 」 

「もう、 出来 かかって いるんで す。 図 取 は 新聞に も 出 

ていました。 台石の 上へ、 見事な 白い 石で 大きな 糸枠 

を 据え るんで す。 刻んだ 糸 を 巻いて、 丹で 染め るん 



ねだ かま 

て繁 つたの が、 例の 高燈 籠の 大稷 で、 巌を 縫って 蟠 つ 

た 根に 寄って、 先祖 代々 とともに、 お 来のお 母さんが、 

ぱっと 目 を 開きそう に 眠って いる。 そこ も 蔭で、 薄暗 

ヽ o 

レ 

それ、 持参の 昼 提灯、 土の 下から さぞ、 半 間 だと 

罵倒し ようが、 白く 据 つて、 ぼつと 包んだ 線香の 煙が 

靡いて、 裸 蠟燭の 灯が、 静寂な 風に、 ちらちら する。 

稷を潜 つ た 彼方の 崖 は、 すぐに、 大 傾斜の 窪地に な つ 

すそ ひとた に 

て、 山の 裙 まで、 寺の 裏庭 を 取り まわして 一谷 一面の 

卵塔で ある。 

初 路の墓 は、 お 京のと 相 向って、 やや 斜下、 左の 草 



しょ い あげ 

たもので、 澄まして 羽織 を 脱ぎ、 背負 揚を棄 て、 悠然 

と 帯 を巌に 解いて、 あらわな 長 襦袢ば かりにな つて、 

小袖ぐ るみ 墓に 着せた に違いない。 

何、 夏なら、 炎天なら 何とす る 9 と。 そういう 

おかた ひきょう はだか 

皮肉な 読者に は 弱る、 が、 言わねば 卑怯ら しい、 裸体 

になります、 しからずんば、 辻 町が 裸体に されよう。 

—— その 墓 へ はまず 詣 でた —— 

引返して 来たので あった。 

たち ど ころ 

辻 町の 何よりも 早く ここでしょう 心 は、 立 処に緦 

を 切って 棄 てる 事であった。 瞬時と いえ ども、 人目に 

曝す に 忍びない。 行る となれば 手伝おう、 お 来の 手 を 



むな わき あざ こけ 

胸 傍の 小さな 痣、 この 青い 蘚、 そのお 来の 乳の あた 

リへ 鉄が 響きそう だった からで ある。 辻 町 は 一礼し、 

き つ 

墓に 向って、 屹 とい つた。 

「お嬢さん、 私の 仕業が 悪かったら、 手 を、 怪我 をお 

させな さいご 

鋏 は 爽 な 音を立てた、 ちちろ も 声せ ず、 松風 を 切つ 

たので ある。 

ぬし や しん ぞ 

「や あ、 塗師屋 様、 II ご 新 姐。」 

木戸から、 寺男の 皺 面が、 墓地 下で 口 を あけて、 も 

わめ な こうかく 

う 喚き、 冷めし 草履の 馴れた もので、 これ は磽确 たる 

みち そば 

径は 踏まない。 草 土手 を 踏んで 横 ざまに、 傍へ 来た。 



不精 髯が —— どこか 昔の 提灯 屋 に似てい たが、 

「このまま でかね、 勿体 至極 もね え ご 

「かまいません わご 

「構わね えたって、 これ、 縛る となると ご 

「うつくし いお 方が、 見て る 前で、 む ざと な あご 

むぎわら つぶや 

麦藁と、 不精 髯が目 を 見合って、 半ば 眩く がごと く 

に いう。 

「いいんで すよ、 構いませんから ご 

この 時、 丸太 棒が 鉄の ように 見えた。 ぶるぶると 腕 

みな ギ. J たくま 

に 力の 漲 つた 逞しい のが、 

やん. つり 

「よし、 石 も婉軟 だろう。 きれいな ご 新 姐 を 抱く と 思 



釣瓶お としとい うより、 梢の 熟柿 を 礫に 打って、 も 

う 暮れて、 客殿の 広い 畳が 皆 暗い。 

こんなに も、 清らかな もの かと 思う、 お 来の 頸 を 

さし のぞ 

差視 くように しながら、 盆に 渋茶 は 出した が、 火 を 置 

かぬ 火鉢 越しに かの 机の 上の 提灯 を視 た。 

( —— この、 提灯が 出ない と、 ご迷惑で も 話が 済まな 

い II ) 

信仰に 頒布す る、 当 山、 本尊のお 札 を 捧げた 三宝 を 

かたわら すず リぱこ 

傍に、 硯箱を 控えて、 硯の 朱の 方に 筆 を 染めつつ、 

お 米 は 提灯に 瞳 を 凝らして、 眉 を 描く ように 染めて い 

る。 



「 —— きっと 思いついた、 初路 さんの 糸 塚に 手 向けて 

帰ろう。 赤蜻蛤 —— 尾 を 銜えた の を 是非 頼む。 塗師屋 

さんの 内儀で も、 女学校の 出 じ やない か。 絵と いうと 

面倒 だから 図画で 行く のさ。 紅 を 引いて、 二つなら ベ 

れば、 羽 子の 羽で もい い。 胡蘿蔔 を繊に 松葉 を さして 

も、 形 は 似ます。 指で 挟んだ 唐辛子で も 構わない。 I 

I」 

と、 たそがれの 立籠め て 一際 漆の ような 板 敷 を、 お 

来の 白い 足袋の 伝う 時、 唆 かして 口説いた。 

ほくしんみ ようけん ぼさつ ひ ま 

北辰 妙 見 菩薩 を 拝んで、 客殿へ 退く 間で あつたが。 

さ つぼみ 

水 を たっぷりと 注して、 ちょっと 口で 吸って、 荅の 



唇 を ぼ ッっリ 黒く、 八 枚の 羽 を 薄墨で、 しかし 丹念に 

あしらった。 瀬戸の 水 入が 渋の ついた 鯉だった の は、 

あつら 

跳 えたよう である。 

「出来た、 見事々々。 お 来坊、 机に そう やった 処は、 

赤 絵の 紫 式部 だね ご 

「知らない、 おつかさん にいい つけて 叱らせて あげる 

ゝ ？ o 

力、 ら 」 

r 失^ 1 ,1 

と、 茶碗が、 また、 赤 絵だった ので、 思わず 失言 を 

詫びつつ、 準 藤 原 女史に 介 添して お掛け 申す …… 羽織 

を 取 入れた が、 窓 あかりに、 



いまし よ、 烏が 火 を 銜える といい ますから ご 

お 米 も、 式台へ もうかかった。 

「へ い、 もう、 刻限で、 危気 は ござり ましね え、 嘴 太 烏 

ま-そ い 

も、 嘴 細 烏 も、 千羽ケ 淵の 森へ 行んで 寝ました ご 

大 城下 は、 目の 下に、 町の 燈は、 柳に ともれ、 川に 

流る る。 t 磴 を 下へ、 谷の 暗い ように 下りた。 場末の 

五燈 はま だ 来ない。 

あきない 帰りの 豆府屋 が、 ぶっかる ように、 ハタと 

留 つた 時、 

「あれ、 蜻蛉が ご 

お 米が 膝 をつ いて、 手 を 合せた。 



あの 墓石 を 寄せ かけた、 塚の 糸枠の 柄に かけて 下山 

した、 提灯が、 山門へ 出て、 すこしずつ 高くな リ、 裏 

山の 風 一通り、 赤蜻蛉が 静と動いて、 女の 影が …… 二 

人 見えた。 

昭和 十四 ( 一 九 三 九) 年 七月 
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